
2025/06/13      1                            農林中金総合研究所 
ここに掲載されているあらゆる内容の無断転載・複製を禁じます https://www.nochuri.co.jp/ 

リサーチ＆ソリューション第 1部 佐古佳史

（米国）インフレ鈍化基調が続く 5 月 CPI と PPI 

5 月のインフレ関連統計を確認すると、11 日に発表された 5 月の消費者物価指数（CPI）は、総

合が前年比 2.4％（前月比は 0.1％）、食料とエネルギーを除くコアは同 2.8％（同 0.1％）となり、前

月比でみればいずれも鈍化した。エネルギー価格が前月比▲1.0％と大幅に低下したほか、関税

の影響を受けやすいと思われる、衣服と新車はそれぞれ同▲0.4％、同▲0.3％の低下となった。 

コア CPI についてより足元の動きを確認しやすい 1、3、6 か月前比（年率換算）を計算すると、5

月はそれぞれ 1.6％、1.7％、2.6％となった。関税の影響は懸念されるが、今のところコア CPI の鈍

化基調が続いている。 
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（前年比％） 消費者物価指数の推移（前年比）

CPI

コアCPI

コアCPI（除く住宅）

CPIサービス（除くエネルギー）

CPI 16% 刈り込み平均

（資料）米労働省統計局、LSEG
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（％） コア消費者物価指数の推移

6か月前比（年率換算）

3か月前比（年率換算）

1か月前比（年率換算）

（資料）米労働省統計局、LSEG
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12 日に公表された生産者物価指数（PPI、最終需要区分）の動きを確認すると、総合は前年比

2.6％（前月比 0.1％）、食料・エネルギー・輸送を除くコアは同 2.7％（同 0.1％）となった。内訳をみ

ると、財（除く食料・エネルギー）は前月比 0.2％と 4 月の同 0.3％から鈍化した一方で、サービスは

同 0.1％と、4 月の同▲0.4％から加速した。やはり CPI と同様に、関税の影響があまり確認できな

い統計となった。 

 

最終需要から、食料・エネルギー・輸送を除いたコア PPI について、より足元の動きを確認しや

すい 1、3、6 か月前比（年率換算）を計算すると 5 月はそれぞれ 0.6％、0.5％、2.6％となった。振

れ幅は大きいものの、足元では鈍化傾向となっている。 

 

5 月の CPI と PPI は、関税の影響があまりうかがえない内容となったものの、5 月の地区連銀報

告（ベージュブック）では、関税の価格転嫁は今後 3 か月間で行う予定と報告されたことから、しば

らくは物価指数の動きを見つつインフレ率の動向を柔軟に考えたい。 
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（前年比％） 生産者物価指数の推移（前年比）

生産者物価 最終需要

生産者物価 最終需要 （除く食料・エネルギー・輸送）

生産者物価 最終需要 財（除く食料・エネルギー）

生産者物価 最終需要 サービス（除く輸送・保管）

（資料）米労働省統計局、LSEG
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（％） コア生産者物価指数の推移

6か月前比（年率換算）

3か月前比（年率換算）

1か月前比（年率換算）

（資料）米労働省統計局、LSEG


